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P118a Heiles Cloud 2の炭素鎖分子観測:TMC-1FNの化学進化
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不飽和な炭素鎖分子は、中性炭素原子を介した反応によって生成され、高密度な分子雲コアの若さを示す有用
な指標であることが知られている。また、コアはフィラメント状分子雲・希薄な cold neutral mediumまで空間
的に接続しており、星形成過程の初期段階として階層構造の形成・進化を追うことは重要である。我々はそれぞ
れの構造にまたがる化学進化について注目し、単純な炭素鎖分子であるCCHの存在量・空間分布を用いた分子雲
の調査と領域ごとの比較を行っている。昨年度、我々は野辺山 45m鏡と FOREST受信機を用いてHeiles Cloud
2(HCL2)における複数の分子種についての観測を行った。本発表では、観測した領域のうちTMC-1FNにおける
CCH、CCS、HNC、HCO+の結果を紹介する。TMC-1FNは、よく知られた星なし高密度コアTMC-1の北側に位
置するフィラメント状分子雲であり、Herschelの観測から 1022 cm−2に達する局所的なH2柱密度のピークが確認
されている。HCL2は南北方向で分子雲の進化度合いに相対的な差があることから、TMC-1FNはより若い領域で
あると期待され、単一の分子雲において化学進化を比較する面で適した対象である。特徴的な結果として、HNC、
HCO+は複数のクランプ状の分布を示し、H2柱密度分布と異なることが確認された。また、それぞれのクランプに
おけるCCHの超微細構造線について、RADEXを用いた LVG解析から柱密度が> 1014 cm−2(X(CCH) > 10−8)
と見積もられた。TMC-1で報告されている存在量比と同程度まで化学進化が進んでいるが、密度構造など力学的
にはより若い段階であることから、TMC-1FNは炭素鎖分子が急激に形成される過程にあると推定される。


